
　今、コロナウイルスの影響で人々の食と健康へ
の関心が高まっています。その世間の関心にまつ
わるグリホサートの新しい情報を紹介します。
　ジャーナリストの猪瀬さんはニュージーランド
(NZ)産のはちみつ｢マヌカハニー｣から基準値を超
えるグリホサートが検出されている事を記事にし
ました。グリホサートは発がん性が疑われ世界で
は使用禁止の動きが進んでいる除草剤です。ＮＺ
内での基準値違反の調査データが広まると、マヌ
カハニーは日本でも健康食品として人気があるた
め、厚労省は日本へ輸入されるＮＺ産はちみつの
検査体制を強化しました。その結果ＮＺより厳し
い日本の基準値を超えるものも見つかり、今年1
月には輸入全ロットの検査命令が実施される形と
なりました。ＮＺ産に限らずはちみつからは広く
検出があるという情報があり、他の国から輸入さ
れるものについても調査が必要です。
　日本政府は2021年に安全性の再評価を行うと
公表しています。当センターでも様々な食品につ
いて検査していこうと思います。
　今回の特集では、私たちはみなさんになじみの
ある食品としてコーヒー豆のグリホサートの調査
を行いましたのでお読み下さい。
　この春号はそのほか、｢皮をむいても残る農薬
がある！？｣、コラム｢コロナとＰＣＲの話｣をま
とめたレポートになります。
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コーヒー豆からグリホサートを検出

　世界最大の食品会社ネスレは 2019 年 10 月から EU な

どに輸出するコーヒー豆のグリホサート検査について｢EU

などの基準値 (0.1ppm) 付近の検出があった｣として検査

体制を強めることを決めました *1。

　海外産コーヒー豆から検出があるというこの情報をもと

に当センターでは国内で流通しているコーヒー豆の残留グ

リホサートの実態調査を行ってみることにしました。試料

は生産キロ数の多い順に 12 の国から日本向けに出荷され

たコーヒー｢生豆｣全 19 件です。

　結果は生産キロ数の多い順に上から並べていま
す。ブラジル、インドネシアなどに東南アジア、中南
米でも広く検出が見られ、全 19件に対し 7割を超え
る試料からグリホサートが検出されました。1国あた
りの点数は少なく調査結果の把握として大まかなも
のとなりますが、コーヒー栽培でグリホサートが世
界的に多く使われていることがみえてきます。

豆コラム～コーヒー栽培とグリホサート～
海外でのプランテーション栽培では生育の邪魔になる、つる性雑草の除草にグリホサートが使われています。

*1.Bloomberg:Nestle Steps Up Testing After Weedkiller Found in Coffee Beans

EU の基準値以上の検出もみつかりました。
　今回の私たちの調査は｢生豆｣での結果となります
が、今後、みなさんにより身近な缶コーヒーなどの｢
飲料｣や、｢焙煎豆｣での追加調査を考えています。そ
ちらについてもご期待ください。
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皮をむいても残る農薬がある！？

分析をしてみて
　メチダチオンは 3商品とも可食部から検出されず、散布されたあとも皮の表面付近にとどまっていたのだと思われます。一

方、ジノテフランは検出された商品すべてで 7～9 割が可食部に分布することがわかりました。ネオニコチノイド系農薬は、

「浸透移行性」のある農薬の一種です。栽培上の利点として、効き目が長く散布回数が減らせるため、今では幅広い作物で使わ

れる薬剤となっています。

　ところで、一日許容摂取量 (ADI) *1 ではメチダチオンは 0.0015mg/kg 体重 / 日、ジノテフランは 0.22mg/kg 体重 / 日とジ

ノテフランのほうが 140 倍以上安全とされています。安全とされているネオニコチノイド系農薬ですが、あらたな研究で脳

に不要なものを通さない｢血液脳関門｣を突破するということが分かっています。また、害獣駆除された猿の胎児を調べた研究

では胎盤を通し移行することも分かっており、神経が未分化な胎児への影響に不安があります。作る側、食べる側が｢知りたい

｣と思っても、調べなければ分からないことはまだまだあるようです。

　今、消費者と生産者がつながって建設的な関係を築きはじめているところがあります。持続可能な食料生産を双方の立場か

ら話しあい、学びあっています。それがネオニコチノイドフリーというあらたな｢選択｣も生み出しています。私たちはこれか

らも持続可能な食料生産を考えるための｢情報｣をみなさんに支えられた科学の力で作っていこうと思います。

*1. 一日許容摂取量 (ADI)：人が生涯その物質を取り続けたとしても健康に悪影響がないとされる一日当たりの摂取量 (mg/kg 体重 / 日 )
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　野菜や果物の農薬は、皮をむいたり洗ったりすると減る

と思っていらっしゃる方はいませんか。

　この調査では、皮をむいて食べるのが当たり前のうん

しゅうみかんについて、皮と可食部で農薬の分布に違いが

あるのかを調べました。店で買った 4 商品のみかんを、そ

れぞれ皮と可食部とに分け、LC-MS/MS（高速液体クロマ

トグラフタンデム型質量分析計）で残留農薬分析を行いま

した。

それぞれの商品から 3～ 4 種類の農薬が検出されました

が、その中でも分布の異なる 2種類の成分が共通して 3商

品から検出されました。ひとつは有機リン系殺虫剤のメチ

ダチオン（商品名「スプラサイド」など）で、もうひとつはネ

オニコチノイド系殺虫剤ジノテフラン（商品名「スターク

ル」「アルバリン」など）です。図にしたものをご覧ください。
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　当センターでも PCR 検査を行っています。といっても新型コロナの検査ではありま
せん。PCRは DNA( の一部 ) を効率よく増幅するための技術で、ウイルスの検出だけで
なく様々な分析に利用されています。当センターでも、トウモロコシや大豆などの組み
換え遺伝子の検出、お米の品種判別に PCRを利用しています。

　PCR は正式名称をポリメラーゼ
連 鎖 反 応 (Polymerase Chain 
Reaction) といいます。DNA 中の目
的とする配列の先頭と最後尾に特異
的に結合するように設計された、プ
ライマーというごく短い DNA 断片
を起点に、ポリメラーゼという酵素
がその配列を複製していきます ( 右
図 )。1回ごとに 2倍に増える反応が
数十回繰り返されることで、目的と
するDNA配列は 1～ 2時間ほどで
数百万倍に増幅されます（2,4,8,16
…という倍々ゲームを数十回繰り返
すことを想像してみてください）。
DNA やウイルスのように元々極微
量しか存在しない物質でも、この
PCR という手法により一部を爆発
的に増幅することで検出が容易にな
ります。検体の中に数個～数十個の
ウイルスが存在していれば、ほぼ確
実に検査可能な量まで増やすことが
できるので、新型コロナ感染の診断
では最も感度・正確性の高い検査手法として利用されています。

　DNA は細い紐状の物質で、細胞の核に折りたたまれた状態で存在します。生物の体
を構成する全てのタンパク質は DNA を設計図として作られ、DNA は繰り返し複製さ
れながら子孫に受け継がれていきます。ウイルスもDNA( 又は RNA) を持ち、自力では
増殖できないものの、宿主の細胞に侵入すると自身の DNA( 又は RNA) とタンパク質
を作らせることで増殖します。( 新型コロナは DNA の代わりに RNA を設計図として
持つRNA型のウイルスですが、DNAと RNAの違いについては省略します。)

　前述したように、当センターでは組み換え遺伝子の検出に PCRを利用しています。作物から抽出したDNAに対して、例え
ば薬剤に耐性を持たせるためのタンパク質を作る「組み換え配列」を標的とした PCRを行い、DNAが増幅されるか否かで遺
伝子組み換え作物の判別ができるのです。
　当センターのような個人の募金に支えられた小さな検査施設が、遺伝子組み換え作物という巨大資本による食と農の支配
に立ち向かう事ができるのは、PCRのおかげといえるかもしれません。皆さんの期待に応えてこれからもがんばっていきます。

　新型コロナウイルス (SARS-CoV-2, 以下新型コロナ ) が世界で猛威をふるっていま
す。日本も第 3 波が収束しないうちに変異株の感染拡大が始まりつつある状況です。新
型コロナのニュースでよく見聞きするようになった「PCR 検査」。当コラムではこの
PCRのお話をしたいと思います。
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③56℃　プライマーがくっつく

②94℃　熱変性で 2本鎖が 1本鎖に
④68℃　ポリメラーゼがプライマー

の先を組み立てて伸ばす

第２サイクル 第３サイクル 第４サイクル以降～1回目の複製が終了 (第 1サイクル )

サーマルサイクルの例　温度帯の異なる３つのステップでDNAを複製

赤の配列には　プライマーが対応
青の配列には　プライマーが対応

※目的のDNAのみ抜粋

微量のDNA

ポリメラーゼ

ヌクレオチド
(DNAの材料 )

プライマー
(略図 )
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①試料と試薬を混合


